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フィンテックに新⾵、ゴールドマン遺伝⼦の運⽤⾰命－フィンテッ
クエディター 関⼝慶太

 世界有数の投資銀⾏であるゴール
ドマン・サックスが⽇本のフィンテ
ック業界への⼈材供給源になってい
る。2010年代に創業した暗号資産
（仮想通貨）のビットフライヤーホ
ールディングス（東京・港）などに
続き、資産運⽤サービスなどで第２
世代の起業が相次ぐ。既存の⾦融秩
序を塗り替えようとするゴールドマ
ン出⾝の主に30代の経営者たち
が、新型コロナウイルスによる経
済・社会構造の変⾰も追い⾵にしよ
うとしている。
 「損が出ているのに運⽤⼿数料を
とられるのはおかしいと思いません
か」。⽇本橋兜町の東京証券取引所
に近いビルに⼊居するｓｕｓｔｅｎ
キャピタル・マネジメント（東京・
中央）。代表取締役の岡野⼤⽒
（32）はこんな疑問を抱き続けて
きた。
 今夏に⽴ち上げる資産運⽤サービ
スは、スマートフォンでいくつかの
質問に答えるだけで世界の債券や株
式にお任せで分散投資する。これだ
けだとコンピュータープログラムが
運⽤を指南するロボットアドバイザーと⼤差なく⾒える。最⼤の違いは、投資家に損失が
出たら運⽤⼿数料がゼロになる点だ。
 例えば、年間の投資損益がマイナスになった場合は投資家が⽀払うコストは0.04％の
管理費⽤のみ。年利２％のプラスになった場合は最⼤0.25％分がｓｕｓｔｅｎの取り分
になる。
 損を出しても⼀定の⼿数料が取られる「フィーベース」が業界の常識だっただけに、利
益が出て初めて課⾦する「プロフィットシェア」は極めて異例だ。
 こんなとがったビジネスモデルのアイデアは12年から在籍したゴールドマンの運⽤部
⾨であるゴールドマン・サックス・アセット・マネジメントで培われた。⾼度な⼿法を駆
使する機関投資向けビジネスに携わる中で「個⼈はどうして運⽤の武器が少ないんだ」と
の思いが募った。⽶ゴールドマン・サックスで約15兆円に及ぶ北⽶機関投資家の計量運



⽤を率いていた⼭⼝雅史⽒（37）を⼝説き、共同創業した。
 ｓｕｓｔｅｎは⼀例にすぎない。ゴールドマンは⽇本のフィンテックの黎明（れいめ
い）期から⽇本で数多くの起業家を輩出してきた。資産運⽤サービスを⼿がけるフォリオ
（東京・千代⽥）の甲斐真⼀郎社⻑（38）、オンライン融資プラットフォームのエメラ
ダ（東京・港）の沢村帝我社⻑（34）――。
 これら2010年代半ばの起業組がフィンテック第１世代とすれば、⾜元でサービスを⽴
ち上げているのは第２世代にあたる。
 個⼈投資家が考えた投資ポートフォリオの運⽤成績を即時で把握できるサービスをまも
なく投⼊するのが、クリプタクト（東京・新宿）だ。代表取締役のアズムデ・アミン⽒
（39）はゴールドマンでシステム開発に携わったＩＴ畑。ファンドマネジャーとしての
投資経験を積んでいた同僚の斎藤岳⽒（37）を誘い、18年に起業した。スマホ時代の投
資家が切磋琢磨（せっさたくま）し合うソーシャルトレーディングの世界づくりに挑む。
 ゴールドマン出⾝の起業家が多い理由はいくつかある。20代前半から重要な仕事を任
され、結果を出せなければいつ⾸を切られてもおかしくない環境に置かれる。その分だけ
社員の成⻑スピードは速い。同社の幹部には⾃らの資⾦をスタートアップに投じるエンジ
ェル投資家が多く、起業に際しての最初の資⾦（シードマネー）を調達しやすいことも⼤
きいようだ。
 クリプタクトの斎藤⽒は「リスクを取ることに前向きなカルチャーに染まることができ
たことが今につながっている」と話す。ゴールドマンの経営陣はこうした起業する社員の
挑戦を受け⼊れてきた。
 ゴールドマンを経て⾃らエンジェル投資家になった福岡俊樹⽒（41）はＪＰモルガン
などに在籍した⻑⾕部直⼤⽒（41）とタッグを組み、ＦＩＮＰＬＡＮＥＴ（東京・渋
⾕）を創業した。保険と証券の中⽴的なアドバイスをスマホ経由でおこなうサービスを開
発中だ。
 「⾦融商品の販売に携わるなか、どうしても押しの強い営業への疑問を拭いきれなかっ
た」（福岡⽒）。純投資で投資先の価値向上を狙うのではなく、⾃ら起業することで社会
を変える決断をした。
 卒業⽣たちがフィンテック業界に転出することを当のゴールドマンはどう考えているの
か。多くの起業家を指導してきたゴールドマン・サックス・アセット・マネジメントの桐
⾕重毅社⻑（57）は「テクノロジーが⾦融のあり⽅を変える動きは新型コロナウイルス
の流⾏をきっかけに加速するだろう」と話す。
 実は⽶ゴールドマン⾃⾝も伝統的な投資銀⾏部⾨の収益が頭打ちになるなか、フィンテ
ックに活路を⾒いだす。デービッド・ソロモン最⾼経営責任者（ＣＥＯ）は「店舗などの
レガシー（遺産）を持っていないことが強み」と語っており、フィンテックを武器として
個⼈向けサービスを拡充する戦略を描く。
 背景にあるのが、個⼈情報の争奪戦だ。⽶グーグルは決済カードの発⾏を検討してい
る。⽶ＧＡＦＡ（グーグル、アップル、フェイスブック、アマゾン）が決済分野を握れ
ば、個⼈や企業の資⾦の流れを押さえられてしまう。銀⾏業ライセンスを⾃ら取得し、預
⾦や決済などをスマホ上で完結させる英Ｒｅｖｏｌｕｔ（レボリュート）のようなチャレ
ンジャーバンクも脅威になる。
 ゴールドマンは暗号資産の分野で⽶サークルに出資するなど海外で40件超のフィンテ
ック関連の投資をこなしてきた。ただ⽇本のフィンテック企業は「⼩さすぎて（投資対象
の）ラインにのってこない」（桐⾕⽒）という。18年にゴールドマンがフォリオに出資
した例はあるものの、あくまで純投資だった。



 ゴールドマンの卒業⽣が、古巣のゴールドマン本体に「⼀緒にビジネスをしたい」とま
で思わせる。そこまで成⻑する姿を描けてこそ、⽇本のフィンテック業界は既存の⾦融秩
序を揺さぶる勢⼒になり得る。
⾦融コンフィデンシャルは通常のニュースでは埋もれてしまいそうな背景や⽔⾯下の動き
をベテラン記者が描く新コラムです。
⽇本経済新聞社は⾦融業界で働くエグゼクティブやプロフェッショナルを対象にした有料
のデジタルコンテンツサービス「NIKKEI Financial」（仮称）を今秋にもリリースしま
す。「情報収集の時間がない」という多忙な⾦融プロに向け、編集者が厳選した「読むべ
きコンテンツ」を解説したニューズレターも定期刊⾏します。サービスに先⽴ち、ニュー
ズレターを週1回程度で配信します。⾦融業界の中枢でご活躍中のみなさまからの貴重な
ご意⾒を頂戴しながら、新メディアのコンテンツ改善に⽣かしていきます。
NIKKEI Financialニューズレターの登録はこちらから 
https://regist.nikkei.com/ds/setup/briefing.do?me=S002
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